


●  ごあいさつ

　本校は、勤労者医療を担いつつ地域の中核病院として高度医療を展開する労災病院で勤務す
る看護師の育成を目的として、昭和48年に設立されました。
　近年の医学・医療の進歩によって医療のニーズは多様化し、医療における看護の役割はます
ます重要になってきています。本校では、看護を通して社会に大きく貢献するために必要な知
識と技術の習得に加えて、将来に亘り自ら学び研鑽する能力の育成や、医療に必要な心豊かな
人間性を養う看護教育を実践しています。平成26年春、病院も入院棟・外
来棟を含め新しくなりました。岡山市郊外の緑豊かな静かで落ち着いた環
境の中で、充実したカリキュラムによって楽しく学ぶことができます。専
門職としての看護の道を目指そうとしている方々の入学を心より期待して
おります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校長　森島　恒雄

●  個人情報の取り扱いについて

　本校では、入学願書において取得した皆さまの個人情報は①入学試験における合否判定②受
験準備及び統計のための資料③入学試験に付随する連絡・調整作業の目的で使用いたします。
　また、本校が取得した個人情報は「独立行政法人等の保有する個人情報の保護に関する法律」
及び当機構の個人情報保護規程に基づいて管理し、目的以外の使用及び第三者への情報提供は
行ないません。

●  この募集要項の見方と入学願書提出時のチェックについて

　この募集要項は一般選考、高等学校長推薦及び労災病院長推薦に区別した募集要項と出願書
類の内容、入学試験科目と試験日及び受験料で構成されております。
　また、合格者発表日、入学手続締め切り期日と入学金及び授業料など入学時に必要な事項を
簡潔にご案内すると共に、入学後及び卒業後の特典や資格についてもご案内しております。
　さらにこの募集要項の最後には、提出頂く書類一式と封筒なども添付しております。
　右ページ出願時のチェック表をご活用いただいて、お間違いのないようにしてください。
　なお、一般選考、高等学校長推薦、労災病院長推薦では、受験資格や願書受付期間など異な
る点がありますので、よくご確認ください。
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　・入学願書Ｂ（労災病院長推薦）
　・領収証書・受験票
　・振込用紙（共通）
　・封筒２種類（入学願書投函用封筒１枚、返信用封筒１枚）
　募集要項等についてのお問い合わせは、当学校の事務室まで申し出ください。

◆  出願時のチェック表（入学願書投函の前に確認しましょう。）

入学願書投函用茶封筒に入れる書類
□  ①  入学願書Ａ（一般選考・高等学校長推薦）又は入学願書Ｂ（労災病院長推薦）
□  ②  併願希望届（一般選考者のみ）
□  ③ 〔推薦〕高等学校長推薦書（様式は任意）
□  ④ 高等学校調査書又は最終学校卒業（見込）証明書
□  ⑤  写真（２枚、３ヶ月以内に撮影した上半身、４×３cm、入学願書と受験票
　　   に貼付する。）
□  ⑥  受験票・領収証書
□  ⑦  受験料の振込金受取書（写）
□  ⑧  返信用封筒（ご自身の住所を記入し切手 392 円分の切手を貼ってください。）
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募集人員

４０名
（推薦若干名）

３年

修業年限 入学後の奨学先労災病院の決定

　入学生は、希望する労災病院（奨学先病院）の奨学生として
修学し、卒業後は奨学先病院に勤務して頂きます。
　一般選考、高等学校長推薦の入学生は、入学後早い時期（５
月を予定）に、卒業後に勤務する労災病院（奨学先病院）につ
いての説明会（各労災病院によるプレゼンテーション）等を経
て、決定して頂きます。
　
　受験に際しては、以上のことを予めご理解のうえ出願くださ
い。

　入学生は、希望する労災病院（奨学先病院）の奨学生として
修学し、卒業後は奨学先病院に勤務して頂きます。
　一般選考、高等学校長推薦の入学生は、入学後早い時期（５
月を予定）に、卒業後に勤務する労災病院（奨学先病院）につ
いての説明会（各労災病院によるプレゼンテーション）等を経
て、決定して頂きます。
　
　受験に際しては、以上のことを予めご理解のうえ出願くださ
い。

　労災病院長推薦者は、卒業後に推薦を受けた労災病院に勤務
して頂くことになります。
　従って、入学願書の提出先が異なります。

●労災病院長推薦の制度については、９月末日までに各労災病
院総務課へお問い合わせください。

　労災看護専門学校で修学中は、授業料相当額の奨学金が労災
病院（奨学先病院）から貸与されます。
　なお、奨学金は５年間奨学先労災病院で勤務することにより、
返還を免除されます。
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　推薦人数は、選考により毎年
異なりますが、10数名を目安
としています。

平成２9年度募集要項　－募集人員と奨学先労災病院について－
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受験資格及び条件

　（1）高等学校及び中等教育学校卒業者
　（2）平成２９年３月高等学校及び中等教育学校卒業見込みの者
　（3）高等学校と同等以上の学力があると認められる者
　（4）学校教育法施行規則第 150 条の規定により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力が

認められる者及び平成２９年３月３１日までに、これに該当する見込の者

　（1）本校が指定する高等学校長の推薦がある者
　（2）高等学校在学中の成績が優秀である者
　（3）看護に興味を持ち、将来看護師として活躍したいという意欲が顕著である者
　（4）合格した場合、本校に必ず入学することを確約できる者
　（5）高等学校を平成２９年３月に卒業見込みの者

※詳細は、岡山労災看護専門学校事務室へお問い合わせください。

　（1）奨学金を貸与する労災病院長の推薦がある者
　（2）高等学校在学中の成績が優秀である者
　（3）看護に興味を持ち、将来看護師として活躍したいという意欲が明らかである者
　（4）合格した場合、本校に必ず入学することを確約できる者
　（5）高等学校を平成２９年３月に卒業見込みの者

※詳細は、各労災病院の総務課へお問い合わせください。
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平成２9年度募集要項　－受験資格及び条件について－
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出　　願　　書　　類

② 高等学校長推薦書の提出は不要
③ 高等学校調査書又は最終学校卒業
　 （見込）証明書　1通
　　・調査書は文部科学省指定進学
　　　用様式で学校長が厳封したもの

② 高等学校長推薦書（様式は任意）
③ 高等学校調査書　1通
　　・文部科学省指定進学用様式で
　　　学校長が厳封したもの

② 高等学校長推薦書（様式は任意）
③ 高等学校調査書　1通
　　・文部科学省指定進学用様式で
　　　学校長が厳封したもの

① 入学願書 -Ａ
　 （本要項の後方に
　　あります）

① 入学願書 -Ａ
　 （本要項の後方に
　　あります）

① 入学願書 -Ｂ
　 （本要項の後方に
　　あります）

④ 写真　2枚
・３ヶ月以内に撮影した
　上半身（４×３ｃｍ）
・入学願書と受験票に貼付する
⑤ 受験票及び領収証書
　（募集要項後方にあります）
⑥ 受験料の受取書（写）
（本要項の後方にあります）
　受験料は 10,400 円

④ 写真　2枚
・３ヶ月以内に撮影した
　上半身（４×３ｃｍ）
・入学願書と受験票に貼付する
⑤ 受験票及び領収証書
　（募集要項後方にあります）
⑥ 受験料の受取書（写）
（本要項の後方にあります）
　受験料は 10,400 円

④ 写真　2枚
・３ヶ月以内に撮影した
　上半身（４×３ｃｍ）
・入学願書と受験票に貼付する
⑤ 受験票及び領収証書
　（募集要項後方にあります）
⑥ 受験料の受取書（写）
（本要項の後方にあります）
　受験料は 10,400 円

　【一般選考・高等学校長推薦・労災病院長推薦に共通】

　後方にある入学願書投函用茶封筒に⑥の必要書類（１頁チェック表参照）を同封のうえ、願書
受付場所へ簡易書留郵送又は、ご持参ください。
　なお、提出時には受験票と領収証書は切り取らないでください。
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平成２9年度募集要項　－入学願書と添付書類について－
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願 書 受 付 場 所 願 書 受 付 期 間

郵便番号　702-8055
住所　岡山県岡山市南区築港緑町 1丁目 10-25
電話　（086）261-8180（代表）
名称　独立行政法人　労働者健康安全機構
　　　岡山労災看護専門学校

郵便番号　702-8055
住所　岡山県岡山市南区築港緑町 1丁目 10-25
電話　（086）261-8180（代表）
名称　独立行政法人　労働者健康安全機構
　　　岡山労災看護専門学校

各労災病院の総務課へ郵送又はご持参ください。
（各労災病院の住所等は 11頁を参照ください。）

入学願書を直接持参する場合の受付時間
　当校（一般選考・高等学校長推薦）：土日祝日を除く　午前８時１５分～午後５時
　労災病院（院長推薦希望者）：当該労災病院総務課に問い合わせてください。

平成２８年１２月１日（木）から
平成２９年　１月５日（木）まで
　　　　　　　　　　当日消印有効

平成２８年　９月２９日（木）から
平成２８年１０月２８日（金）まで
　　　　　　　　　　当日消印有効

平成２８年　９月２９日（木）から
平成２８年１０月１９日（水）まで
　　　　　　　　　　当日消印有効
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平成２9年度募集要項　－願書受付場所と願書受付期間について－
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入学試験日試 験 会 場 合格者発表

第一次試験
学科試験当日
午後 4時 30分予定
※結果を試験会場に掲示

第二次試験
平成２９年 1月２７日（金）
午前 9時予定
本校玄関に掲示及び当校ホーム
ページ掲載並びに合格者宛て郵
送通知
※電話等による合否の問い合わ
せには一切応じません。

平成２８年１１月２２日（火）
午前 9時予定
本校玄関に掲示及び当校ホームペー
ジ掲載並びに合格者宛て郵送通知
※電話等による合否の問い合わ
せには一切応じません。

平成 2８年１１月２２日（火）
午前 9時予定
本校玄関に掲示及び当校ホーム
ページ掲載並びに合格者宛て郵
送通知
※電話等による合否の問い合わ
せには一切応じません。

第一次試験
平成 2９年 1月１９日（木）
午前 9時開始（学科試験）
（受付時間　8：30～ 9：00）
※受験票、筆記用具（HB 以上の濃
い鉛筆が必要、シャープペンシル
不可）昼食を持参

第二次試験
平成 2９年 1月２０日（金）
午前 9時開始（面接試験）
（受付時間　8：30～ 9：00）
ただし、第一次試験合格者のみ
※受験票を持参（昼食は不要）

平成 2８年１１月２日（水）
午前 8時 30分開始（面接等）
（受付時間　8：15～ 8：30）
※受験票、筆記用具を持参（昼食
は不要）

平成 2８年１１月２日（水）
午前 8時 30分開始（面接等）
（受付時間　8：15～ 8：30）
※受験票、筆記用具を持参（昼食
は不要）

岡山労災看護専門学校

岡山労災看護専門学校

岡山労災看護専門学校

受験料と振込先】について
　　受験料は一般選考、高等学校長推薦、労災病院長推薦いずれも同額で
　１０，４００円です。出願者名（受験者名）で次の口座までお振り込みください。
　●振込先　銀行名・支店名　中国銀行　岡南（こうなん）支店
　　　　　　預金種別　　　　普通預金
　　　　　　口座番号　　　　1369219
　　　　　　口座名　　　　　独立行政法人 労働者健康安全機構 岡山労災看護専門学校
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平成２9年度募集要項　－入学試験日と合格者発表について－
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選　考　の　方　法 入学手続きの締切日

第一次試験
学科試験：国語総合（国語表現、古文及び漢文を

除く）、数学Ⅰ・数学Ａ（場合の数と確
率）、英語Ⅰ・英語Ⅱ

第二次試験
面接試験

小論文及び面接試験

小論文及び面接試験

１．一般選考試験日程
　第一次試験日（平成 2９年１月１９日）
　　受付（８：30～９：00）
　　　オリエンテーション
　　国語（９：30～ 10：30）
　　　休憩
　　数学（10：55～ 11：55）
　　　昼食
　　英語（13：00～ 14：00）
　　第一次試験合格発表　午後４時 30分予定

　第二次試験日（平成 2９年１月２０日）
　　受付（８：30～９：00）
　　　オリエンテーション
　　面接試験（９：30～ 12：20）
　　第二次試験合格発表
　　　平成２９年１月２７日　午前９時予定

平成２９年２月１０日（金）まで（当日消
印有効）に行なってください。
　期日までに手続きが行われない場合は、
辞退されたものとみなして合格を取り消し
ます。

平成２８年１２月５日（月）まで（当日消
印有効）に行なってください。
　期日までに手続きが行われない場合は、
辞退されたものとみなして合格を取り消し
ます。

平成２８年１２月５日（月）まで（当日消
印有効）に行なってください。
　期日までに手続きが行われない場合は、
辞退されたものとみなして合格を取り消し
ます。
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平成２9年度募集要項　－選考の方法と入学手続きについて－

２．高等学校長推薦及び労災病院長推薦試験日程
　試験日（平成 2８年１１月２日）
　　受付（８：１５～８：５０）
　　　オリエンテーション
　　小論文試験（８：50～ 10：20）
　　　　休憩
　　面接試験（10：25～ 12：05）
　　合格発表　平成２８年１１月２２日
　　　　　　　午前９時予定
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平成２9年度募集要項　－複数校併願制について－

1　複数校併願制の実施について
　みなさまが受験される労災看護専門学校の設立母体である独立行政法人労働者健康安全
機構は、全国に 9つの労災看護専門学校を運営しています。
　この９校のネットワークにより、一般入学試験において「複数校併願制」を実施してい
ます。
　この制度を活用され、労災看護専門学校への入学の機会を広げていただくことを期待し
ます。

２　複数校併願制とは
　「複数校」とは、全国の労災看護専門学校グループのことで、「一度の入学試験により、
グループ内の学校を第３希望まで併願することができる」制度のことです。
　あらかじめ併願の希望を登録しておくことによって、もし受験した第１希望校（以下「受
験校」といいます。）に合格とならなかった場合でも、一定の基準を満たしていれば、併
願した第２・第３希望校（以下「併願校」といいます。）に欠員が生じた場合等に、その
学校への入学資格を得ることができます。

３　複数校併願制による受験を希望される方へ
　以下の留意事項をお読みいただき同意の上、別添の「併願希望届」を願書に同封し、返
送してください（後日受験票がお手元に届いた時点で登録完了となります。）
（１）グループ内の学校は、いずれも３年過程で、卒業と同時に国家試験の受験資格を得

ることができ、例年全国平均を大きく上回る高い合格率で卒業生を送り出していま
す。併設する労災病院等充実した実習施設があり、共通となるカリキュラムのほか、
各校特色ある授業を展開しています。

　　 グループ内のどの労災看護専門学校に入学されても、入学金、授業料等は同じです。
詳細は各校のホームページをご覧ください。

（２）受験料や試験日、受験会場は、複数校併願制を選択しない場合と同じです。
（３）併願校への入学資格を得るためには以下の 3つの基準を満たしている必要があります。
　①　別添の「併願希望届」を願書とともに提出し、受理されていること。
　②　一次（筆記）試験において労働者健康安全機構が別に定める基準の得点を得ている

こと。
　③　併願校への入学資格を得るための面接試験を受け、合格していること。
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　●　平成 29年度一般入学試験による「複数校併願制」の流れ

・（※１及び２）は同一日とします。
・「併願制二次（面接）試験」の開始時間、試験会場等の詳細は、受験校の一次
　（筆記）試験日にお知らせします。

（４）併願校への入学資格取得の連絡は、２月の初旬～中旬頃より、受験併願校から行い
ます。併願校への入学取得の連絡を受けた際に、断ることも可能です。

（５）併願校への入学意志を確認させていただいた後は、併願校への入学手続きのため、
願書等提出いただいた情報を受験校から併願校へ引き継ぐこととなりますのでご了
承ください。

（６）この制度の利用の有無等が、第１希望校の受験校の試験の評価に影響を及ぼすもの
ではありません。

一次（筆記）試験合格者 併願制一次（筆記）試験合格者

二次（面接）試験
　　：各受験校が定める日（※1）

併願制　二次（面接）試験
　　：各受験校が定める日（※2）

一次（筆記）試験 ： 平成29年１月19日（木）
（全校共通日程）

一次（筆記）試験試験合格発表　　　　　　　
： 各受験校が定める日
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平成２9年度募集要項　－入学金、授業料等費用及び特典並びに卒業後の資格について－

学費及びその他費用について
（１）入学金　　　１８０，０００円（理由の如何を問わず返還しません。）
（２）授業料　　　３４０，０００円（年間）
（３）次の費用は自己負担となり、初年度は概算で３６０，０００円程度となります。
　　（合格通知のあと「入学のしおり」で詳しくお知らせします。）
　　・教科書、教材、研修費用、実習用被服など
（４）その他
　　・自宅や学生寮で講義のレポート作成の場合に、パソコンが必要です。

特典
（１）卒業し、看護師国家試験合格後は、原則として労働者健康安全機構職員として採用

され、労災病院に勤務して頂くことになります。
（２）修学期間中は奨学生として奨学先労災病院から、全員に授業料相当額の奨学金が貸

与されます。また、卒業後に奨学先労災病院に５年間勤務すると、奨学金の返還が免
除されます。

（３）修学期間中は、学生寮・宿舎に入ることができます。
　　食費は１日３食あたり約１，０００円となります。学生寮は女子のみ入寮可となって
おり、寮費は１人部屋で年額約７７，０００円（平成 28 年度）を負担していただき
ます。

　　なお、平成 29 年完成予定の学生宿舎は、ワンルームマンション形式となり男子学生
も入居可能となります。費用は賃料月額１万円程度、施設管理費月額５千円程度とな
る予定です。

卒業後の資格について
（１）看護師国家試験受験資格
（２）助産師学校受験資格、保健師学校受験資格
（３）看護専門学校の専門課程を修了した称号として専門士が付与されます。
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北海道中央労災病院

釧路労災病院

青森労災病院

東北労災病院

秋田労災病院

福島労災病院

鹿島労災病院

千葉労災病院

東京労災病院

関東労災病院

横浜労災病院

燕労災病院

新潟労災病院

富山労災病院

浜松労災病院

中部労災病院

旭労災病院

大阪労災病院

関西労災病院

神戸労災病院

和歌山労災病院

山陰労災病院

岡山労災病院

北海道中央労災病院
せき損センター

施 　 設 　 名 所 　 在 　 地 電 話 番 号
〒068-0004
北海道岩見沢市4条東16-5
〒072-0015
北海道美唄市東4条南1-3-1
〒085-8533
北海道釧路市中園町13－23
〒031-8551
青森県八戸市白銀町字南ケ丘1
〒981-8563
宮城県仙台市青葉区台原4-3-21
〒018-5604
秋田県大館市軽井沢字下岱30
〒973-8403
福島県いわき市内郷綴町沼尻3
〒314-0343
茨城県神栖市土合本町1-9108-2
〒290-0003
千葉県市原市辰巳台東2-16
〒143-0013
東京都大田区大森南4-13-21
〒211-8510
神奈川県川崎市中原区木月住吉町1-1
〒222-0036
神奈川県横浜市港北区小机町3211
〒959-1228
新潟県燕市佐渡633
〒942-8502
新潟県上越市東雲町1-7-12
〒937-0042
富山県魚津市六郎丸992
〒430-8525
静岡県浜松市東区将監町25
〒455-8530
愛知県名古屋市港区港明1-10-6
〒488-8585
愛知県尾張旭市平子町北61
〒591-8025
大阪府堺市北区長曽根町1179-3
〒660-8511
兵庫県尼崎市稲葉荘3-1-69
〒651-0053
兵庫県神戸市中央区籠池通4-1-23
〒640-8505
和歌山県和歌山市木ノ本93-1
〒683-8605
鳥取県米子市皆生新田1-8-1
〒702-8055
岡山県岡山市南区築港緑町1-10-25

( 0 1 2 6 ) 2 2 - 1 3 0 0

( 0 1 2 6 ) 6 3 - 2 1 5 1

( 0 1 5 4 ) 2 2 - 7 1 9 1

( 0 1 7 8 ) 3 3 - 1 5 5 1

( 0 2 2 ) 2 7 5 - 1 1 1 1

( 0 1 8 6 ) 5 2 - 3 1 3 1

( 0 2 4 6 ) 2 6 - 1 1 1 1

( 0 4 7 9 ) 4 8 - 4 1 1 1

( 0 4 3 6 ) 7 4 - 1 1 1 1

( 0 3 ) 3 7 4 2 - 7 3 0 1

( 0 4 4 ) 4 1 1 - 3 1 3 1

( 0 4 5 ) 4 7 4 - 8 1 1 1

( 0 2 5 6 ) 6 4 - 5 1 1 1

( 0 2 5 ) 5 4 3 - 3 1 2 3

( 0 7 6 5 ) 2 2 - 1 2 8 0

( 0 5 3 ) 4 6 2 - 1 2 1 1

( 0 5 2 ) 6 5 2 - 5 5 1 1

( 0 5 6 1 ) 5 4 - 3 1 3 1

( 0 7 2 ) 2 5 2 - 3 5 6 1

( 0 6 ) 6 4 1 6 - 1 2 2 1

( 0 7 8 ) 2 3 1 - 5 9 0 1

( 0 7 3 ) 4 5 1 - 3 1 8 1

( 0 8 5 9 ) 3 3 - 8 1 8 1

( 0 8 6 ) 2 6 2 - 0 1 3 1

●労災病院一覧表

●労災看護専門学校一覧表

中国労災病院

山口労災病院

香川労災病院

愛媛労災病院

九州労災病院

長崎労災病院

熊本労災病院

総合せき損センター

吉備高原医療
リハビリテーションセンター

九州労災病院
門司メディカルセンター

施 　 設 　 名 所 　 在 　 地 電 話 番 号
〒737-0193
広島県呉市広多賀谷1-5-1
〒756-0095
山口県山陽小野田市大字小野田1315-4
〒763-8502
香川県丸亀市城東町3-3-1
〒792-8550
愛媛県新居浜市南小松原町13-27
〒800-0229
福岡県北九州市小倉南区曽根北町1-1
〒801-8502
福岡県北九州市門司区東港町3-1
〒857-0134
長崎県佐世保市瀬戸越2-12-5
〒866-8533
熊本県八代市竹原町1670
〒716-1241
岡山県加賀郡吉備中央町吉川7511
〒820-8508
福岡県飯塚市伊岐須550-4

( 0 8 2 3 ) 7 2 - 7 1 7 1

( 0 8 3 6 ) 8 3 - 2 8 8 1

( 0 8 7 7 ) 2 3 - 3 1 1 1

( 0 8 9 7 ) 3 3 - 6 1 9 1

( 0 9 3 ) 4 7 1 - 1 1 2 1

( 0 9 3 ) 3 3 1 - 3 4 6 1

( 0 9 5 6 ) 4 9 - 2 1 9 1

( 0 9 6 5 ) 3 3 - 4 1 5 1

( 0 8 6 6 ) 5 6 - 7 1 4 1

( 0 9 4 8 ) 2 4 - 7 5 0 0

釧路労災看護専門学校

東北労災看護専門学校

千葉労災看護専門学校

横浜労災看護専門学校

中部労災看護専門学校

大阪労災看護専門学校

関西労災看護専門学校

岡山労災看護専門学校

熊本労災看護専門学校

学 　 校 　 名 所 　 在 　 地 電 話 番 号
〒085-0052
北海道釧路市中園町13-38
〒981-0911
宮城県仙台市青葉区台原4-6-10
〒290-0003
千葉県市原市辰巳台東2-13-2
〒222-0036
神奈川県横浜市港北区小机町3211
〒455-0018
愛知県名古屋市港区港明1-10-5
〒591-8025
大阪府堺市北区長曽根町1179-3
〒660-0064
兵庫県尼崎市稲葉荘3-1-69
〒702-8055
岡山県岡山市南区築港緑町1-10-25
〒866-0826
熊本県八代市竹原町1517-2

( 0 1 5 4 ) 2 5 - 9 8 1 7

( 0 2 2 ) 2 3 3 - 0 6 1 7

( 0 4 3 6 ) 7 5 - 0 5 4 2

( 0 4 5 ) 4 7 4 - 6 5 7 0

( 0 5 2 ) 6 5 2 - 3 7 7 5

( 0 7 2 ) 2 5 2 - 2 7 2 5

( 0 6 ) 6 4 1 9 - 2 1 7 7

( 0 8 6 ) 2 6 1 - 8 1 8 0

( 0 9 6 5 ) 3 3 - 2 0 0 9
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北海道中央労災病院

釧路労災病院

青森労災病院

東北労災病院

秋田労災病院

福島労災病院

鹿島労災病院

千葉労災病院

東京労災病院

関東労災病院

横浜労災病院

燕労災病院

新潟労災病院

富山労災病院

浜松労災病院

中部労災病院

旭労災病院

大阪労災病院

関西労災病院

神戸労災病院

和歌山労災病院

山陰労災病院

岡山労災病院

北海道中央労災病院
せき損センター

施 　 設 　 名 所 　 在 　 地 電 話 番 号
〒068-0004
北海道岩見沢市4条東16-5
〒072-0015
北海道美唄市東4条南1-3-1
〒085-8533
北海道釧路市中園町13－23
〒031-8551
青森県八戸市白銀町字南ケ丘1
〒981-8563
宮城県仙台市青葉区台原4-3-21
〒018-5604
秋田県大館市軽井沢字下岱30
〒973-8403
福島県いわき市内郷綴町沼尻3
〒314-0343
茨城県神栖市土合本町1-9108-2
〒290-0003
千葉県市原市辰巳台東2-16
〒143-0013
東京都大田区大森南4-13-21
〒211-8510
神奈川県川崎市中原区木月住吉町1-1
〒222-0036
神奈川県横浜市港北区小机町3211
〒959-1228
新潟県燕市佐渡633
〒942-8502
新潟県上越市東雲町1-7-12
〒937-0042
富山県魚津市六郎丸992
〒430-8525
静岡県浜松市東区将監町25
〒455-8530
愛知県名古屋市港区港明1-10-6
〒488-8585
愛知県尾張旭市平子町北61
〒591-8025
大阪府堺市北区長曽根町1179-3
〒660-8511
兵庫県尼崎市稲葉荘3-1-69
〒651-0053
兵庫県神戸市中央区籠池通4-1-23
〒640-8505
和歌山県和歌山市木ノ本93-1
〒683-8605
鳥取県米子市皆生新田1-8-1
〒702-8055
岡山県岡山市南区築港緑町1-10-25

( 0 1 2 6 ) 2 2 - 1 3 0 0

( 0 1 2 6 ) 6 3 - 2 1 5 1

( 0 1 5 4 ) 2 2 - 7 1 9 1

( 0 1 7 8 ) 3 3 - 1 5 5 1

( 0 2 2 ) 2 7 5 - 1 1 1 1

( 0 1 8 6 ) 5 2 - 3 1 3 1

( 0 2 4 6 ) 2 6 - 1 1 1 1

( 0 4 7 9 ) 4 8 - 4 1 1 1

( 0 4 3 6 ) 7 4 - 1 1 1 1

( 0 3 ) 3 7 4 2 - 7 3 0 1

( 0 4 4 ) 4 1 1 - 3 1 3 1

( 0 4 5 ) 4 7 4 - 8 1 1 1

( 0 2 5 6 ) 6 4 - 5 1 1 1

( 0 2 5 ) 5 4 3 - 3 1 2 3

( 0 7 6 5 ) 2 2 - 1 2 8 0

( 0 5 3 ) 4 6 2 - 1 2 1 1

( 0 5 2 ) 6 5 2 - 5 5 1 1

( 0 5 6 1 ) 5 4 - 3 1 3 1

( 0 7 2 ) 2 5 2 - 3 5 6 1

( 0 6 ) 6 4 1 6 - 1 2 2 1

( 0 7 8 ) 2 3 1 - 5 9 0 1

( 0 7 3 ) 4 5 1 - 3 1 8 1

( 0 8 5 9 ) 3 3 - 8 1 8 1

( 0 8 6 ) 2 6 2 - 0 1 3 1

●労災病院一覧表

●労災看護専門学校一覧表

中国労災病院

山口労災病院

香川労災病院

愛媛労災病院

九州労災病院

長崎労災病院

熊本労災病院

総合せき損センター

吉備高原医療
リハビリテーションセンター

九州労災病院
門司メディカルセンター

施 　 設 　 名 所 　 在 　 地 電 話 番 号
〒737-0193
広島県呉市広多賀谷1-5-1
〒756-0095
山口県山陽小野田市大字小野田1315-4
〒763-8502
香川県丸亀市城東町3-3-1
〒792-8550
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〒857-0134
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〒866-8533
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〒716-1241
岡山県加賀郡吉備中央町吉川7511
〒820-8508
福岡県飯塚市伊岐須550-4

( 0 8 2 3 ) 7 2 - 7 1 7 1

( 0 8 3 6 ) 8 3 - 2 8 8 1

( 0 8 7 7 ) 2 3 - 3 1 1 1

( 0 8 9 7 ) 3 3 - 6 1 9 1

( 0 9 3 ) 4 7 1 - 1 1 2 1

( 0 9 3 ) 3 3 1 - 3 4 6 1

( 0 9 5 6 ) 4 9 - 2 1 9 1

( 0 9 6 5 ) 3 3 - 4 1 5 1

( 0 8 6 6 ) 5 6 - 7 1 4 1

( 0 9 4 8 ) 2 4 - 7 5 0 0

釧路労災看護専門学校

東北労災看護専門学校

千葉労災看護専門学校
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学 　 校 　 名 所 　 在 　 地 電 話 番 号
〒085-0052
北海道釧路市中園町13-38
〒981-0911
宮城県仙台市青葉区台原4-6-10
〒290-0003
千葉県市原市辰巳台東2-13-2
〒222-0036
神奈川県横浜市港北区小机町3211
〒455-0018
愛知県名古屋市港区港明1-10-5
〒591-8025
大阪府堺市北区長曽根町1179-3
〒660-0064
兵庫県尼崎市稲葉荘3-1-69
〒702-8055
岡山県岡山市南区築港緑町1-10-25
〒866-0826
熊本県八代市竹原町1517-2

( 0 1 5 4 ) 2 5 - 9 8 1 7

( 0 2 2 ) 2 3 3 - 0 6 1 7

( 0 4 3 6 ) 7 5 - 0 5 4 2

( 0 4 5 ) 4 7 4 - 6 5 7 0

( 0 5 2 ) 6 5 2 - 3 7 7 5

( 0 7 2 ) 2 5 2 - 2 7 2 5

( 0 6 ) 6 4 1 9 - 2 1 7 7

( 0 8 6 ) 2 6 1 - 8 1 8 0

( 0 9 6 5 ) 3 3 - 2 0 0 9
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－
　
　
　
　
〉

〈
T
EL
　
　
　
　
－
　
　
　
　
－
　
　
　
　
〉

昭
和
　
　
　
　
  年
　
　
  月
  　
　
日
生

平
成
（
西
暦
　
　
　
　
年
）
　
　
　
　
歳

男 ・ 女

都
 道
 府
 県
　
　
　
　
　
　
　
　
高
等
学
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
科

大
学
　
　
　
　
学
部
　
　
　
　
学
科

平
成
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日
　
卒
　
　
業

卒
業
見
込

平
成
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日
　
入
　
　
学

勤
　
　
　
務
　
　
　
先

勤
務
期
間 年

職
　
　
種

（
注
）
　
＊
受
験
番
号
欄
は
記
入
し
な
い
こ
と
。

　
　
　
　
＊
出
願
書
類
は
自
筆
で
記
入
の
こ
と
。

本
人
の
連
絡
場
所
（
現
住
所
に
同
じ
の
場
合
は
記
入
不
要
）

住
所
〒

－

岡
山
労
災
看
護
専
門
学
校

私
は
貴
校
に
入
学
を
志
願
い
た
し
ま
す
。

平
成
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日

岡
山
労
災
看
護
専
門
学
校
長
  殿

名
刺
型
写
真
貼
付
欄

１
　
上
半
身
脱
帽
正
面

２
　
背
景
な
し

３
　
出
願
３
ヶ
月
以
内
に

　
　
撮
影
し
た
も
の

（
写
真
の
裏
に
氏
名
記
入
）

（
４
×
３
cm
）

㊞

※
受
験
番
号

番
入
　
学
　
願
　
書
　
Ａ
（
一
般
選
考
・
高
等
学
校
長
推
薦
）

区
　
　
　
　
分

勤
務
希
望
病
院

（
奨
学
先
病
院
）

得
意
学
科

趣
　
　
　
　
味

不
得
意
学
科

部
　
活
　
動

第
一
希
望

第
二
希
望

第
三
希
望

労
災
病
院

リハビ
リテー

ション
センタ

ー
労
災
病
院

リハビ
リテー

ション
センタ

ー
労
災
病
院

リハビ
リテー

ション
センタ

ー

看
護
師
を
志
望
す
る
理
由
（
本
人
）
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一般選考用

（願書同封、返信用様式）

「　併 願 希 望 届　」

受験者氏名 　　　　　　　　　　　　　

■　Ａ・Ｂいずれかに○をした上で、Ｂを選択された場合は、併願希望校名を記載して
　　ください（第２希望のみの記載も可能です）。

　Ａ　併願を希望しない

　Ｂ　併願を希望する

第１希望校　（受験校）

第２希望校　（　　　　　　労災看護専門学校）
　　　　
第３希望校　（　　　　　　労災看護専門学校）

　
■　併願希望に伴い、一次（筆記）試験終了後、併願校二次（面接）試験日
　　迄に連絡のつく連絡先を記載してください。（複数記載可）。

１　氏名（本人）　　　　　　　　　　　　　
　　電話番号　　自宅（　　　　　　　　　）　携帯（　　　　　　　　　）

２　氏名（本人以外）　　　　　　　　　　　　続柄（　　　　）
　　電話番号　　自宅（　　　　　　　　　）　携帯（　　　　　　　　　）　
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携
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携
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成
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入
　
　
学

平
成
　
　
　
年
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日
　
卒
業
見
込

（
注
）
　
＊
受
験
番
号
欄
は
記
入
し
な
い
こ
と
。

　
　
　
　
＊
出
願
書
類
は
自
筆
で
記
入
の
こ
と
。

本
人
の
連
絡
場
所
（
現
住
所
に
同
じ
の
場
合
は
記
入
不
要
）

住
所
〒

－

奨
学
先
病
院

得
意
学
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趣
　
　
　
　
味

不
得
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部
　
活
　
動
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院

リハ
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護
師
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志
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す
る
理
由
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本
人
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岡
山
労
災
看
護
専
門
学
校

私
は
貴
校
に
入
学
を
志
願
い
た
し
ま
す
。

平
成
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日

岡
山
労
災
看
護
専
門
学
校
長
  殿

㊞

※
受
験
番
号

番
入
　
学
　
願
　
書
　
Ｂ
（
労
災
病
院
長
推
薦
）

平
成
　
　
  年
　
　
  月
  　
　
日
生

（
西
暦
　
　
　
　
年
）
　
　
　
　
歳

名
刺
型
写
真
貼
付
欄

１
　
上
半
身
脱
帽
正
面

２
　
背
景
な
し

３
　
出
願
３
ヶ
月
以
内
に

　
　
撮
影
し
た
も
の

（
写
真
の
裏
に
氏
名
記
入
）

（
４
×
３
cm
）



受
　
験
　
票

領
収
証
書

¥
1
0
,4
0
0

但
し
，
平
成
29
年
度
入
学
試
験
受
験
料
と
し
て

領
収
し
ま
し
た
。

独
立
行
政
法
人
 労
働
者
健
康
安
全
機
構

岡
山
労
災
看
護
専
門
学
校

領 　収 　印

氏
　
名

殿

（ 切 り と ら な い こ と ）

出 願 時 に 領 収 証 書 と 受 験 票 は 切 り と ら な い こ と

試
　
験
　
場

受
験
番
号

（
ふ
り
が
な
）

氏
　
　
　
名

岡
山
労
災
看
護
専
門
学
校

※

独
立
行
政
法
人
 労
働
者
健
康
安
全
機
構

岡
山
労
災
看
護
専
門
学
校

※
N
o.

注
　
意
　
事
　
項

１
．
受
験
者
は
必
ず
こ
の
票
を
携
帯
す
る
こ
と
。

２
．
試
験
場
で
は
常
に
こ
の
票
を
机
上
に
置
く
こ
と
。

３
．
試
験
当
日
は
、
本
受
験
票
と
筆
記
用
具
（
一
般
選
考
第
一
次

試
験
で
は
H
B以
上
の
鉛
筆
が
必
要
、
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル

不
可
）、
昼
食
（
第
一
次
試
験
〈
29
年
1月
19
日
〉
は
必
要
）

を
持
参

　
　
※
欄
は
記
入
し
な
い
こ
と
。

T
EL
 0
86
－
26
1－
81
80

名
刺
型
写
真
貼
付
欄

１
　
た
て
４
㎝
×
よ
こ
３
㎝

２
　
上
半
身
脱
帽
正
面

３
　
背
景
な
し

４
　
出
願
３
ヶ
月
以
内
に

　
　
撮
影
し
た
も
の

 （
写
真
の
裏
に
氏
名
記
入
）
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